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研究成果概要 
 
1. Tibet-MD計画 
 
100TeV領域(10-1000TeV)ガンマ線天文学の開拓を目指すTibet-AS+MD Project: Tibet Air shower a
rray + Muon Detector array Project)に関する議論及び外部資金申請が活発に行われている。 
我々は最終的には約1万平方メートルの地下大型水チェレンコフミューオン観測装置を建設し、100Te
V領域ガンマ線の低雑音観測を計画している。平成22年度はその第1段階として、1万m2の地下大型水チ
ェレンコフミューオン観測装置の一部として建設中である3300m2の地下水チェレンコフミューオン検
出器コンクリート水槽部分の建設が行われた。平成23年度には、コンクリートプールの1/4の部分に
防水塗料を塗布し、水槽光電子増倍管の装着を行った。 

 

図１ Tibet-MDの水槽内部。左図は光電子増倍管を水槽に装着している場面である。 
   右図は装着した光電子増倍管の様子である。最小ユニット 50m2に対して 2本の

光電子増倍管が装着されている。これは、一つには故障時の予備として、また
今一つには、アクシデンタルノイズが問題となる場合に 2 本の光電子増倍管の
信号のコインシデンスを取ることによってノイズ除去能力を高めるためであ
る。 



 
来年度は残りの3/4の防水塗料塗布と光電子増倍管装着、高電圧・信号ケーブル等のエレクトロニク
ス配線、Tibet-IIIの地表アレイの復元、ケーブル用ドレインの復元、ミューオン検出器水槽への給
水、DAQシステムの作成を行う。データ取得開始は平成24年を予定している。 
 
 
2. Tibet-YAC計画 
 
Knee領域重粒子成分のエネルギースペクトル観測を目指すTibet-YAC: Tibet air shower core det

ector array計画を推進している。平成21年度にはYACのプロトタイプ検出器16台を用いたパイロット
実験YAC-Iが開始された。YAC-Iで取得されたデータはモンテカルロシミュレーションと良く合ってい
ることが確認された。平成22-23年度にかけて約100台の空気シャワーコア観測検出器（バースト検出
器）を製作し、空気シャワー観測装置の中心付近に設置した。陽子選別に重点を絞るYAC-IIに関して
も平成24年度のデータ取得開始を目指している。 

 
3. 国際会議発表：ICRC2011等3つの国際会議で19 presentations 
 
4. 査読付論文: 3本 
 
・“Cosmic-ray energy spectrum around the knee observed with the Tibet air-shower experimen
t”,M.Amenomori et al., Astrophysics and Space Sciences Transactions, 7, 15-20 (2011). 
 
・“Cosmic-ray energy spectrum around the knee obtained by the Tibet experiment and future 
prospects”, M. Amenomori et al., Advances in Space Research, 47, 629-639 (2011). 
 
・”Observation of the Fermi pulsar catalog at TeV energies with the Tibet air shower 
experiment”, M.Amenomori et al., Astrophysics and Space Sciences Transactions, 7, 211-2
15 (2011). 
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図２ 空気シャワーコア観測装置YAC-IIを構成する約100台のバースト検出
器。主として陽子成分を選別するように調整されている。 



 


